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鉄道を取り巻くさまざまな動きを紹介

鉄道トレンドウォッチング

　第20回「鉄道トレンドウォッチング」

では，地球温暖化対策として期待のか

かる，再生可能エネルギー（再エネ）の

鉄道への利用について紹介します1）。

	▊地球温暖化対策と鉄道
　鉄道や自動車など，輸送機関はいず

れも二酸化炭素（CO2）を排出しますが，

輸送量あたり（1人の人を1km運ぶ場合）

のCO2排出量を見ると，鉄道は他輸送

機関より少なく（図1），地球温暖化対

策として優れていることがわかります。

　一方，最近では他の輸送機関もCO2

の排出量が減少してきています。低燃

費自動車の普及が進み，自家用自動

車はピーク時の2001年から5,000万

トン（約20%）も排出量が減りました。

これに対して，鉄道はエネルギー源の

多くが電力によるため，「どのように

して発電するか」によってCO2排出量

が大きく変動する特性があります。近

年は原子力発電所が停止し，火力発電

鉄道における再生可能
エネルギーの利用

所による発電が増えて，排出が増える

傾向にあります（図2）。

	▊鉄道の排出するCO2の削減
　それでも鉄道会社では，排出量削減

の努力は着実に進められています。あ

る鉄道会社のCO2排出量内訳の例を

図3に示します。排出量の多くを占め

る電車動力に対しては，省エネ型電車

の導入が進められています。近年の省

エネ型電車は，従来の1/2近くという，

かなり少ない電力で走行できるものが

あります。

No.20

　駅や会社ビルでは，鉄道会社全体の

1/4ほどのCO2を排出しています。鉄

道会社で取り組まれているものの代表

は，灯具のLED化です。一例として，

ある駅の消費電力量の内訳（図4）によ

ると，照明は数が多く使用時間も長い

ので，CO2排出量も多くなっています。

LED化により，かなりの量のCO2排

出量を削減できる可能性があると試算

されています。

　気動車（ディーゼル車）は数が少な

いこともあり，排出するCO2も少な

め（図3）ですが，走行時に直接的に排

図1　旅客輸送量あたりのCO2排出量2）

図2　鉄道部門のCO2排出量3）

図3　鉄道会社のCO2排出量内訳（例）4） 図4　駅の消費電力量内訳（例）5）
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出ガスを発生するため，対策が進めら

れています。水素をエネルギー源とす

る燃料電池車が代替として期待され

ています。燃料電池車の排出するCO2

は水素の製造方法によって変動します

が，太陽光発電電力で水素を作ること

で排出量を大きく削減できると考えら

れています（図5）。

	▊再エネの得失
　再エネ電力のうち太陽光発電は，電

力会社が太陽光で発電した電気を買い

上げることで普及が進みましたが，急

な増加がかえって電力需給バランスを

崩すなどの懸念を招いています。また，

一般に設備利用率（図6）6） が低く，設

備投資を回収するために稼働が長期と

なり，定期的なメンテナンスが重要に

なります。落ち葉などで特定の場所に

長時間影が掛かると，その場所が発熱
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図5　燃料電池車の排出するCO21）

図6　設備利用率の比較6）

図7　再生可能エネルギーの例

き換えると，約200万トンのCO2排

出量を削減できると試算されました。

図2の鉄道の排出量の2割を超える量

です。鉄道よりトラック輸送が便利な，

少量で多種類の荷物が増えているなど，

モーダルシフトも簡単ではありません

が，長距離トラック運転手の確保や労

働環境の改善などの観点からも，鉄道

の利用を増やすことには意義がありま

す。鉄道での再エネの活用だけでなく，

それと組み合わせたモビリティー全体

での取り組みが期待されます。
（大屋戸理明／企画室　戦略調査）

し故障の原因となります。

　風力発電（図7）で多くの電力を得る

ためには，風車が回る受風範囲の円

の面積を広くすることが効率的です

が，高いタワーを立てて大きな風車と

すると，環境への配慮が必要になりま

す。また，可動部分があり，定期的な

点検・整備が重要です。

　小規模な水力発電（小水力）は，設

備利用率が高いことが利点です6）

（図6）。年間を通して安定的に発電で

きるので，取り組み事例が増えていま

す。しかしながら，水の利用について

法的な手続きを含め，関係者との調整

が必要です。

	▊再エネの活用と組み合わせて
　鉄道の運転に使われる電力は日本

全体で年間約175億kWh（2016年度）

であり，図7の太陽光発電システムの

約40万個分になります。数が膨大で，

とても鉄道会社単独では賄えそうにあ

りません。風力や小水力にも課題があ

り，速やかに鉄道を「CO2排出ゼロ」

にするのは簡単なことではありません。

　しかし実は，もっと確実に，輸送に

ともなうCO2排出量を削減する方法

があります。自動車での移動を鉄道に

置き換える，モーダルシフトです。た

とえばトラック輸送の5%を鉄道に置

（a）電力会社の電気で水素を作る場合
約55万トン（約120%）

燃料電池車の排出量

約47万トン（100%）

（b）ガスから水素を取り出す場合
約32万トン（約70%）

（c）太陽光発電電力で水素を作る場合
約6.6万トン（約14%）
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小水力発電（イメージ）

大規模なダムを
建設することなく，
用水路など地域の
水資源を活用して発電


